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本研究では大気拡散数値モデルを用いて実際の原子力施設周辺を対象として定常放出を仮定し

た放射性物質の大気中濃度と地表面沈着量を計算し、気象場再現性の検証や大気中濃度や地表

面沈着量の風下距離依存性の評価、気象状況との関連性について発表する。 
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1．諸言 放射性物質の環境放出を伴う原子力施設事故時には、放出した放射性物質による線量

率等を把握するとともに、一般公衆への速やかな防護措置の立案及び実施が重要である。本研

究では大気拡散数値モデルを用いて実際の原子力施設周辺を対象として放射性物質の大気中濃

度と地表面沈着量を計算し、１年間における施設周辺の拡散特性を解析した。 

2．解析方法 使用したモデルは、気象モデル WRFと物質の輸送・沈着過程を計算するラグラ

ンジュ型移流拡散モデルから成る。気象場計算では気象庁メソ客観解析データと海面温度デー

タ、米国地質調査所の土地利用データを入力とし、原子力施設周辺 600 km四方及び 199 km四

方の 2領域によるネスティング計算を行った。放射性物質を１年間において定常放出し続けた

と仮定した場合の大気中濃度と地表面沈着量を計算した。その後、大気中濃度と沈着量の分布

から対象地域に特有の拡散状況及び発生確率の高い状況の解析を行った。対象期間は 2011年の

1 月から 12月とした。 

3．結果・考察 Fig,1、2に冬期（2月）および夏期（8月）の平均地上濃度の風下距離分布を

それぞれ示す。冬期は他の月に比べて、風下方向の減少傾向が大きい。これは陸上から吹く寒

冷な空気が温暖な海面を通過することにより、乱流混合が促進されて希釈が進むことによると

解釈される。また夏期は、放出地点近傍の濃度が高く、風下方向での濃度の減少が緩慢であ

る。前者は大気安定度が不安定であることに起因し、後者は海上でのより安定な大気成層によ

るものと考えられる。 

   

Fig.1 平均地上濃度の風下距離分布(2月)   Fig.2 平均地上濃度の風下距離分布(8月) 
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